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イノラート 1 によるアルキニルケトンのオレフィン化は、カルボキシル基とアルキニル基とが trans

に位置する四置換オレフィン 2を優先して与えることを我々は見出している 1。今回、アルキン酸エス

テル 3を基質としたところ、カルボキシル基とアルキニル基とが cisの四置換オレフィン 5が高選択的

に得られた。これはオキセテン中間体 4 の電子環状反応による開環において、アルキニル基が inward、
アルコキシル基が outward の回転選択性（torquoselectivity）2を示した結果である。 
得られたエンインカルボン酸 5を選択的に 5-exo 環化させることで、テトロン酸骨格 6を構築するこ

とに成功した。本法を用いることで、種々のテトロン酸誘導体を合成することが可能である。 
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